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問1 1970年代末から中国が進めた「改革・開放」政策において、海外の資本や技術を積極的に導入するために、シェンチェン（深
圳）やアモイ（厦門）などの沿岸部の地域に設けられた特別な地区を何といいますか。 （2026年　茨城公立入試　類似）

1.  経済特区 2.  特別行政区 3.  経済連携協定 4.  民族自治区

問2 日本への輸出額がEUへの輸出額を上回っている東南アジアの国、インドネシアの宗教的・地理的背景について述べた文とし
て、最も適切なものはどれか。 （2019年　和歌山公立入試　類似）

1.  世界最大のイスラム教徒人口を
抱える島国である

2.  国民の約9割がキリスト教を信
仰する多民族国家である

3.  日本よりもヨーロッパ諸国との
貿易額が常に大きい内陸国である

4.  仏教徒が人口の大部分を占め、
日本へは主に米を輸出している

問3 統計データにおいて、国民の約87％がイスラム教を信仰しており、日本への輸出額（199億ドル相当）がEUへの輸出額（145
億ドル相当）を上回っている、東南アジアに位置する世界最大の島国はどこか。 （2019年　和歌山公立入試　類似）

1.  インドネシア 2.  マレーシア 3.  トルコ 4.  フィリピン

問4 2019年における日本の原油輸入先の割合を示した統計において、輸入額の35.8%を占めて最大であり、西アジアのアラビア半
島で広大な面積を持つ産油国はどこですか。 （2022年　滋賀公立入試　類似）

1.  サウジアラビア 2.  アラブ首長国連邦 3.  カタール 4.  クウェート

問5 アジア州の地域区分について説明した次の文のうち、インド、パキスタン、バングラデシュといった国々が含まれる「南アジ
ア」の範囲を正しく説明しているものはどれですか。 （2018年　岩手県公立入試　類似）

1.  インドを中心とし、ヒマラヤ山
脈の南側に位置する国々を含む地
域

2.  中国を中心とし、朝鮮半島や日
本列島を含むアジアの東部地域

3.  タイやインドネシアなど、大陸
の南東部と島々からなる地域

4.  サウジアラビアなどのアラビア
半島周辺や、内陸の中央アジアを
含む地域

問6 東南アジアのタイでは、首都などの大都市周辺に自動車工場が数多く進出しており、生産された自動車は周辺のアジア諸国へ
広く輸出されています。この地域において、国境を越えた自動車の取引が盛んに行われている背景として、最も適切な説明は
どれですか。 （2025年　東京都公立入試　類似）

1.  ASEAN（東南アジア諸国連
合）の加盟国間で、輸出入にかか
る関税が原則として撤廃されてい
るため

2.  タイ国内で自動車の原料となる
鉄鉱石が豊富に産出され、安価に
部品を製造できる環境にあるため

3.  ヨーロッパ諸国の企業による直
接投資が中心となっており、EU市
場へ向けた輸出拠点となっている
ため

4.  タイ国内の自動車保有台数が人
口千人あたり77.7台と、欧米諸国
と比較しても非常に高い水準にあ
るため

問7 中国の農業分布において、華北（中国北部）と長江流域より南側の地域（南部）を比較した際、作物に違いが生じる最大の要
因とその説明として正しいものはどれですか。 （2022年　高知公立入試　類似）

1.  地形の違いにより、北部の急峻
な山地では稲作が困難なため、平
坦な南部で稲作が行われている。

2.  土壌の違いにより、北部の酸性
土壌では茶が栽培され、南部の肥
沃な黒土では小麦が栽培されてい
る。

3.  降水量の違いにより、比較的雨
が少ない北部では小麦などの畑作
が行われ、雨が多い南部では稲作
が行われている。

4.  人口密度の違いにより、労働力
の多い北部では手作業の稲作が行
われ、労働力が少ない南部では機
械化された畑作が行われている。

問8 アフリカの産業に関する歴史をまとめた資料において、植民地支配の影響で形成された大規模農園である「プランテーショ
ン」の現代における特徴や課題を説明した文として、誤っているものはどれですか。 （2022年　茨城県公立入試　類似）

1.  生産される作物は、カカオやコ
ーヒー、天然ゴムなどの特定の輸
出用作物に限定されることが多
い。

2.  土地の所有者や経営主体は、か
つての宗主国であるヨーロッパな
どの外国資本や大企業であること
が多い。

3.  現地の食糧不足を解消するため
に、トウモロコシやイモ類を多品
種生産し、地域内での流通を優先
している。

4.  国際価格の変動によって国の経
済が大きく左右される、モノカル
チャー経済の要因の一つとなって
いる。
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答え合わせ・解説

問1 答え 1
経済特区

中国は1970年代後半から、市場経済を導入して近代化を図る「改革・開放」政策に転換しました。
その一環として、海外企業の進出を促すために税制上の優遇措置などを与える「経済特区」を沿岸
部に設置しました。これにより、中国は「世界の工場」と呼ばれるほどの急速な経済発展を遂げま
したが、一方で内陸部との所得水準の差が広がる要因にもなりました。

問2 答え 1
世界最大のイスラム教徒人口を抱える島
国である

インドネシアは東南アジア諸国連合（ASEAN）の主要メンバーであり、国民の8割以上がイスラム
教を信仰しています。これは世界で最も多いイスラム教徒人口です。また、鉱物資源やエネルギー
資源の輸出を通じて日本と深く関わっており、統計上も日本への輸出額がEU向けの輸出額を大きく
上回る傾向にあります。フィリピンなどはキリスト教徒が多い島国ですが、インドネシアとは宗教
構成が異なります。

問3 答え 1
インドネシア

東南アジアに位置するインドネシアは、1万7000以上の島々からなる世界最大の島国です。中東の
国々と比較しても、世界で最も多くのイスラム教徒人口を抱えていることが大きな特徴です。ま
た、液化天然ガス（LNG）や石炭などのエネルギー資源が豊富であり、地理的にも近い日本との貿
易において、輸出額がEU諸国全体への額を上回るなど、非常に密接な経済関係を築いています。

問4 答え 1
サウジアラビア

サウジアラビアは西アジアに位置し、ペルシャ湾沿岸の油田を中心として世界有数の原油生産量を
誇ります。日本にとって最大の原油輸入相手国であり、アラブ首長国連邦など他の西アジア諸国と
ともに、日本のエネルギー資源供給において極めて重要な地位を占めています。

問5 答え 1
インドを中心とし、ヒマラヤ山脈の南側
に位置する国々を含む地域

南アジアは、世界最高峰のヒマラヤ山脈を北の境界とし、インド洋に突き出したインド亜大陸を中
心とする地域です。東側にはバングラデシュ、西側にはパキスタンが位置しており、地形的にも独
立したまとまりを持っています。他の選択肢はそれぞれ東アジア、東南アジア、西・中央アジアの
説明です。

問6 答え 1
ASEAN（東南アジア諸国連合）の加盟
国間で、輸出入にかかる関税が原則とし
て撤廃されているため

東南アジア諸国連合（ASEAN）では域内の経済統合が進んでおり、加盟国間での貿易において関税
が原則として撤廃されています。タイはこの仕組みを活用し、周辺国への輸出拠点として自動車産
業を成長させてきました。なお、タイは鉄鉱石などの資源には恵まれておらず、また進出している
企業の多くは日系企業です。自動車保有台数の統計値については、普及の余地がある段階であるこ
とを示しており、輸出重視の産業構造の理由にはなりません。

問7 答え 3
降水量の違いにより、比較的雨が少ない
北部では小麦などの畑作が行われ、雨が
多い南部では稲作が行われている。

中国の農業は気候条件、特に降水量の影響を強く受けています。年降水量が約1,000mmを下回る
北部（華北など）では、乾燥に強い小麦やトウモロコシなどを育てる畑作が適しています。それに
対し、季節風の影響で降水量が多い南部では、水を大量に必要とする稲作が行われており、地域に
よる明確な住み分けがなされています。

問8 答え 3
現地の食糧不足を解消するために、トウ
モロコシやイモ類を多品種生産し、地域
内での流通を優先している。

プランテーションは世界市場への輸出を目的として特定の作物を単一栽培（モノカルチャー）する
形態であり、現地の食糧自給を目的とした多品種生産とは対照的な性質を持っています。そのた
め、特定の作物の国際価格が暴落すると、その国の経済全体が深刻な打撃を受けるという構造的な
課題を抱えています。一方で、焼畑農業などは自給的な小規模農業にあたります。


